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◆
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助
成
制
度
予
算
の
増
額
を
昨
年
９

月
議
会
で
も
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、今
年
度
予
算
で
倍
額

に
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
、敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
個
人
住
宅
に
設
置
す
る
際
２
５

０
万
円
前
後
の
価
格
の
高
さ
が
普
及
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

ま
す
。報
道
に
よ
る
と
、行
田
市
は
業
者
と
交
渉
で
２
０
０
万

円
に
価
格
を
下
げ
る
一
方
、銀
行
と
は｢

子
育
て
世
代
で
も
支

払
え
る
月
２
万
円
弱
か
ら
１
万
５
千
円
の
ロ
ー
ン
協
定｣

を

結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。狭
山
市
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る

報
道
と
考
え
ま
す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
助
成
制
度
は
、行
田
市
の

事
例
な
ど
も
参
考
に
、そ
の
動
向
を
踏
ま
え
、狭
山
市
の
地
域

性
や
現
状
の
課
題
を
整
理
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

23
年
度
の
実
績
と
経
済
効
果
、今
後

の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。予
算

は
４
５
０
万
円
で
す
が
５
０
０
万

円
か
ら
６
０
０
万
円
規
模
に
増
額

を
要
望
し
ま
す
。

環
境
経
済
部
長　

２
月
15
日
現
在
、店
舗
分
は
５
件
で
補
助

額
が
約
53
万
円
、施
工
業
者
が
４
社
、住
宅
分
は
補
助
が
54
件
、

補
助
額
が
約
３
９
７
万
円
、施
工
業
者
が
18
社
。経
済
効
果
は

税
抜
き
工
事
費
総
額
が
店
舗
分
は
約
５
５
３
万
円
、住
宅
分

は
約
１
億
１
千
万
円
。課
題
は
補
助
額
と
補
助
率
の
変
更
。補

助
額
と
補
助
率
を
上
げ
た
場
合
、件
数
が
減
少
し
制
度
が
市

民
と
施
工
業
者
に
広
く
行
き
渡
ら
な
く
な
る
。店
舗
リ
フ
ォ

ー
ム
の
課
題
は
、住
宅
分
と
比
べ
申
請
件
数
が
少
な
い
こ
と
。

設
備
投
資
と
し
て
の
資
金
確
保
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

着
手
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
友
好
都
市
・
中
国
杭
州
市
と
の
交
流

①
今
ま
で
の
交
流
実
績
は
。ま
た
今
後
の
交
流
の
方
針
は

②
杭
州
市
は
人
口
８
０
０
万
、経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
く
、当

市
の
経
済
発
展
、活
性
化
に
生
か
せ
る
は
ず
。市
民
要
望
も
あ

り
、杭
州
市
と
の
経
済
交
流
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が

市
民
部
長　

①
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
多
方
面
で
交
流
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。今
後
は
、市
長
な
ど
の
相
互
訪
問
を
行
う
こ
と

を
行
政
間
交
流
の
基
本
に
、市
民
レ
ベ
ル
で
は
、国
際
交
流
協

会
や
日
中
友
好
協
会
と
連
携
し
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

環
境
経
済
部
長　

②
市
単
位
の
経
済
交
流
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
、ま
ず
は
民
間
の
活
力
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備

①
近
年
、自
転
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。対
策
と
し
て
、交

差
点
の
改
善
や
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
自
転
車
走
行
環

境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か　

②
自
転
車
利
用
環

境
整
備
の
た
め
の（
仮
称
）｢

自
転
車
会
議｣

を
立
ち
上
げ
、基

本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は

市
民
部
長　

①
交
通
量
の
多
い
交
差
点
内
に
自
転
車
レ
ー
ン

を
設
置
し
た
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、啓
発
活
動
と
ル
ー

ル
の
徹
底
を
図
る
。２
段
停
止
線
は
、道
路
交
通
法
で
の
設

置
は
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、有
効
性
も
含
め
、警
察
と
協
議
を

進
め
る
。　

②
今
後
の
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、研
究
す
る
。

◆
電
気
料
金
値
上
げ
問
題

　

庁
舎･

市
内
企
業
へ
の
影
響
と
市
の
対
応
は
。

総
務
部
長　

庁
舎
分
は
、前
年
度
比
約
３
８
０
万
円
の
増
。

節
電
に
加
え
契
約
電
力
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

環
境
経
済
部
長　

主
な
企
業
に
確
認
し
た
結
果
、非
常
に
影

響
が
大
き
く
苦
慮
し
て
い
る
。東
京
電
力
に
は
値
上
げ
の
見

直
し
と
中
小
企
業
へ
の
配
慮
、自
助
努
力
を
強
く
要
望
し
た
。

◆
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境
整
備
が
急

務
と
考
え
る
。生
涯
学
習
関
連
施
設
で
の
接
続
環
境
整
備
の

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
学
習
部
長　

公
民
館
と
富
士
見

集
会
所
が
対
象
と
な
る
が
、中
央
公

民
館
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

転
に
合
わ
せ
て
一
部
を
除
き
各
部
屋

に
整
備
す
る
。他
の
公
民
館
な
ど
は
、

設
置
場
所
の
検
討
、ま
た
ル
ー
ル
作

り
や
ア
ク
セ
ス
制
限
な
ど
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
が
、中
央
公
民
館
の
利
用
状
況
を
見
な
が

ら
27
年
ご
ろ
ま
で
に
は
整
備
し
た
い
。

◆
公
民
館
ロ
ビ
ー
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
、誰
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
、各
施
設
に
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の

パ
ソ
コ
ン
学
科
の
修
了
生
な
ど
に
協
力
を
要
請
し
て
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
部
長　

公
民
館
な
ど
で
は
、学
習
室
な
ど
で
利
用

者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、ロ
ビ
ー

に
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
す
る
こ

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

は
考
え
て
い
な
い
。

◆
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
導
入
予
定
は
。

総
務
部
長　

公
用
財
産
で
あ
る
市
庁
舎
で
の
活
用
と
な
る
こ

と
か
ら
、一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
、節
度
あ
る
利
用
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
、現
時
点
で
環
境
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
市
役
所
で
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
方
法

は
。広
報
さ
や
ま
で
告
知
す
べ
き
で
は
。

総
合
政
策
部
長　

公
共
施
設
予
約
端
末
で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
閲
覧
で
き
る
こ
と
を
、広
報
さ
や
ま
で
周
知
し
て
い
く
。

◆
介
護
を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
な
る
方
の
二
次
予
防
事
業

｢

元
気
ア
ッ
プ
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
倶
楽
部｣

の
現
状
と
課
題
は
。

長
寿
健
康
部
長　

郵
送
で
の
調
査
や
介
護
予
防
講
座
な
ど
で

対
象
者
を
把
握
し
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。効
果
的
な
呼
び
か
け
と
、継
続
し
た

自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

◆
介
護
予
防
事
業｢

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室｣

の
現
状
と
課
題
は
。

長
寿
健
康
部
長　

公
民
館
の
寿
大
学
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、

22
年
度
は
延
べ
５
０
６
人
が
参
加
し
て
い
る
。参
加
者
の
増

加
を
図
る
こ
と
や
二
次
予
防
事
業
と
の
連
携
で
、予
防
意
識

の
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

◆
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

長
寿
健
康
部
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
脳
力
ア
ッ
プ

教
室
を
行
い
、自
主
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
活
動
し
て
い
る
。

◆
今
後
、単
身
世
帯
で
認
知
症
の
要
援
護
者
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
。市
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

長
寿
健
康
部
長　

地
域
で
の
見
守
り
と
支
援
の
た
め
自
治
会
、

民
生
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
要
援
護
高
齢
者
等
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
る
。構
成
団
体
の
拡
充
や
支

援
方
法
の
共
通
認
識
を
図
り
実
効
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
導
入
の
進
捗
状
況
は
。近
隣
市
で

は
、こ
の
キ
ッ
ト
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、救
急
搬
送
さ
れ
た
実

績
も
あ
る
。当
市
で
も
市
内
全
域
へ
の
普
及
を
望
む
。

長
寿
健
康
部
長　

堀
兼
支
部
社
会
福
祉
協
議
会
が
、地
区
内

の
75
歳
以
上
の
単
身
世
帯
な
ど
に
配
付
し
た
。24
年
度
に
社

会
福
祉
協
議
会

が
他
の
地
区
へ

の
配
付
を
検
討

し
て
い
る
。

◆
地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題

①
地
域
で
暮
ら
す
人
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
現
状
と
課
題
は

②
福
祉
教
育
に
関
す
る
現
状
と
課
題
は

福
祉
こ
ど
も
部
長　

①
地
域
の
絆
や
支
え
合
い
を
取
り
戻
す

こ
と
、住
民
の
つ
な
が
り
と
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、支
え
合
い
の
体
制
を
実
現
す
る
こ
と
が
課
題
。　

②
社
会

福
祉
協
議
会
で
小
中
学
生
に
福
祉
体
験
教
室
な
ど
を
実
施
。カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
や｢

福
祉
教
育｣
の
質
の
向
上
が
課
題
。

◆
第
２
期
狭
山
市
地
域
福
祉
計
画
の
取
り
組
み
状
況
、課
題

は
。特
に
、各
種
福
祉
計
画
を
横
断
し
、地
域
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
・
し
く
み

に
つ
い
て
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
こ
ど
も
部
長　

本
計
画
は
各
種
の
福
祉
保
健
計
画
の
横

断
的
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
、計
画
の
進
行
管
理
を
行
う

組
織
の
代
表
者
を
委
員
に
、担
当
職
員
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
、

地
域
福
祉
計
画
と
各
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、子
ど
も
、

高
齢
者
、障
害
者
な
ど
の
支
援
に
係
る
共
通
課
題
を
協
議
。

◆
今
後
、さ
ら
に
地
域
福
祉
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
で
、公
的

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。特
に
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

①
相
談
支
援
の
充
実
は　

②
情
報
提
供
体
制
の
充
実
は　

③

見
守
り
活
動
の
推
進
は

福
祉
こ
ど
も
部
長　

①
体
制
の
充
実
に
努
め
、ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、連
携
し
た
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
。　

②
地
域
で
活
動
す
る
団
体
の
情
報
集
約

や
提
供
に
努
め
、情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
研
究
す
る
。

③
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、日
常
生
活
の
異
変
が
、

そ
の
後
の
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

笹　

本　

英　

輔　

議
員

(

大　
　

河)

議 
会 

日 

誌

１　

月
12
日
▽
埼
玉
県
都
市
財
政
研
究
会
講
演
会 （
東
松
山
市
）

18
日
▽
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
臨
時
会

（
さ
い
た
ま
市
）

19
日
▽
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
正
副
会
長
・

　
　
　

監
事・相
談
役
会　
　
　
　
　
　

   （
千
代
田
区
）

20
日
▽
建
設
環
境
委
員
会
行
政
視
察・小
水
力
発
電（
越
谷
市
）

24
日
▽
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
役
員
会　
　

 （
和
光
市
）

25
〜
26
日
▽
埼
玉
県
都
市
財
政
研
究
会
第
２
区
調
査
研
究
視
察

（
尼
崎
市
）

30
日
▽
埼
玉
県
都
市
財
政
研
究
会
視
察 　

   （
戸
田
市
）

30
日
▽
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 （
２
月
16
日
も
開
催
）

31
日
▽
五
市
議
会
意
見
交
換
会　
　
　

 　
　
（
所
沢
市
）

２　

月
１
日
▽
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
総
会

（
千
代
田
区
）

３
日
▽
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
議
員
行
政
研
修
会（
川
口
市
）

６
〜
８
日
▽
大
韓
民
国
統
營
市
親
善
視
察

10
日
▽
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会　

 （
千
代
田
区
）

14
日
▽
岐
阜
基
地
視
察
研
修　
　
　
　
　

 （
各
務
原
市
）

15
日
▽
埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
第
二
区
議
長
会
役
員
打

　
　
　

ち
合
わ
せ
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
日
高
市
）

16
日
▽
議
会
運
営
委
員
会   （
３
月
15
日・28
日
も
開
催
）

23
日
▽
第
１
回
定
例
会
開
会（会

期
23
日
、３
月
16
日
閉
会
）

25
日
▽
津
南
雪
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　

 （
津
南
町
）

３　

月
５
日
▽
基
地
対
策
特
別
委
員
会

26
日
▽
議
員
研
修
会

情報キットを
単身世帯に配付

大　

島　

政　

教　

議
員

(

大　
　

河)

太
陽
光
発
電
の
普
及
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
予
算
増
額

経
済
活
性
化
の
た
め

杭
州
市
と
の
交
流
を
生
か
そ
う

磯　

野　

和　

夫　

議
員

(

公　

明　

党)

気
軽
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

で
き
る
環
境
整
備
を

綿　

貫　

伸　

子　

議
員

(

公　

明　

党)

高
齢
者
を
守
る

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及
を

加
賀
谷　
　

勉　

議
員

(

公　

明　

党
）

地
域
福
祉
の
充
実・推
進
を


